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1909

（明治42）

1910

（〃43）

1912

（ 明治45
大正1 ）

1913

（大正2）

1914

（〃3）

1915

（〃4）

1916

（〃5）

軍工廠従業員，横廠工友会を結成．

9-5横浜の欧文活版工，横浜欧友会結成．-23

横浜鉄道東神奈川―八王子間開通．－小田原

町立小田原高等学女学校開校．

4-足柄上郡に郡立農林学校開校．

7-1横浜開港50年祭挙行．

1-23逗子開成中学の生徒ら12人，七里ケ浜

で遭難溺死．

4-神奈川県地方改良会設置．

6-1幸徳秋水，大逆事件の中心人物として湯

河原で逮捕．

7-17浦賀船渠職工同盟罷業．

8-1豪雨により県下各地に被害．

1-12大島久満次，知事に就任．

4-1神奈川県立工業学校開校．－神奈川県と

東京府との境界を多摩川の中心とする．

6-8日本鋼管株式会社設立．

11-12横浜港外で海軍特別大演習観艦式挙

行．

2-鶴見埋立組合設立．

6-7友愛会川崎支部結成．

2-3横浜商工業組合連合会の営業税全廃運動

始まる．

4-28石原健三，知事に就任．

9-2横浜で全国蚕業糸同業者協議会開催，操

業短縮を決議．

4-26友愛会横浜支部・横浜海員支部結成．

8-12有吉忠一，知事に就任．

4-1横須賀海軍航空隊設置．

8-15横浜船渠職工1200人不当解雇反対争議．

9-12工場取締規則制定．

10-13戊申詔書発布．

5-6新聞紙法公布．

5-25大逆事件の検挙

開始．

8-22韓国併合．

11-3帝国在郷軍人会

発会．-15帝国農会創

立．

7-30大正と改元．

8-1友愛会結成．

2-11憲政擁護運動で

桂内閣総辞職．

8-23ドイツに宣戦布

告し第一次世界大戦に

参加．

1-7対華21か条の要求．

9-1工場法施行．

10-10憲政会結成．
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（明治30）

1898

（〃31）

1899

（〃32）

1900

（〃33）

1901

（〃34）

1902

（〃35）

1903

（〃36）

1904

（〃37）

1905

（〃38）

1906

（〃39）

1907

（〃40）

1908

（〃41）

大工360人組合結成．

9-12労働組合期成会横浜港座で演説会開催．

12-1鉄工組合結成に横浜鉄工185人参加．

2-21小田原馬車鉄道株式会社設立．

5-15『京浜新聞』創刊．

2-神奈川県尋常中学校を神奈川県中学校と

改称．

7-1神奈川県，府県制・郡制施行．-17外国

人居留地撤去．

4-1神奈川県中学校を神奈川県第一中学校と

改称．

6-16周布公平，知事に就任．

2-15『横浜毎夕新聞』創刊．

4-28神奈川県第二中学校を足柄下郡小田原

に開校．

5-5神奈川県高等女学校を横浜に開校．

4-13県立第三中学校を厚木に開校．

9-23横浜電気鉄道株式会社設立．-28台風

による高波で小田原海岸一帯大被害．

10-津久井郡に郡立蚕業学校開校．-30横浜

でペスト流行，市内の一部強制立退き焼払う．

11-愛国婦人会神奈川県支部設立．-5横須

賀海軍造船廠を横須賀海軍工廠と改称．

12-三浦郡奨義会結成．

2-横浜奨兵義会婦人部結成．

3-9横浜鉄道株式会社設立．

7-1『横浜貿易新聞』と『横浜新報』とが合併し

『貿易新報』と改称．-23横浜平民社結成．

5-『横須賀新聞』創刊．

9-12横浜で日露講和反対市民大会開催．－

『相模中央新聞』創刊．

12-24京浜電気鉄道開通．

4-報徳会機関紙『斯民』創刊．

8-湘南馬車鉄道二宮―秦野間開通．

12-3『貿易新報』が『横浜貿易新報』と改題．

2-15横須賀に市制施行．

4-神奈川県女子師範学校開校．－浦賀船渠

職工500人の解雇を発表．

5-子安村地先海面埋立で地元漁民反対運動．

4-14神奈川県立第四中学校を横須賀に開校．

5-1神奈川県立農業学校開校．-27横須賀海

成．

10-1金本位制施行．

12-1鉄工組合結成．

10-18社会主義研究会

設立．

2-中学校令改正，実業

学校令，高等女学校令．

3-16府県制・郡制改正．

7-17改正条約実施．

3-10治安警察法公布．

9-15立憲政友会結成．

2-24愛国婦人会結成．

5-18社会民主党結成．

12-10田中正造，足尾鉱

毒事件を天皇に直訴．

1-30日英同盟協約調

印．

3-27専門学校令公布．

11-15平民社結成，週

刊『平民新聞』創刊．

2-10日露戦争始まる．

4-1煙草専売法公布．

9-5日露講和条約調印．

1-14日本平民党結党．

-28日本社会党結党．

3-31鉄道国有法公布．

2-4足尾銅山暴動．

3-21小学校令改正，義

務教育年限6年に延長．

4-28ブラジル移民出発

6-22赤旗事件．
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1888

（明治21）

1889

（〃22）

1890

（〃23）

1891

（〃24）

1892

（〃25）

1893

（〃26）

1894

（〃27）

1895

（〃28）

1897

10-27横浜の上水道配水開始．

11-神奈川県五郡有志らにより三大事件建白

を行う．

1-神奈川県教育会創立．－神奈川県会解散．

2-横浜商法学校を横浜商業学校と改称．

6-神奈川県通信所設立．

10-1小田原馬車鉄道開通．

4-1市制・町村制施行（横浜市誕生）．

6-16横須賀線開通．-21横浜のお茶場女工

400人賃下げ反対で工場閉鎖．－神奈川県俱

楽部結成．

7-30神奈川県俱楽部，石坂昌孝・天野政立を

総代として，条約改正反対の建白を提出．

12-2横浜婦人慈善会創立．-26浅田徳則，知

事に就任．

2-1『横浜貿易新聞』創刊．

11-神奈川県会で廃娼決議．－国道修繕費，

三大川の治水費及び監獄費の国庫支弁とする

建議案，通常県会で可決．

12-16東京一横浜市内及び両市間に電話交換

を開始．

4-9内海忠勝，知事に就任，－十全医院，横浜

市の経営となる．

6-5横浜船渠会社設立許可．

3-横浜に石油タンク設置問題おこる．

4-横浜市立商業学校開校．

7-15横須賀海軍造船廠職工5,150人スト．

9-20東京府知事，三多摩郡の東京府編入を内

務大臣に上申．

2-18三多摩郡の東京府移管案を衆議院へ提

出．

3-10中野健明，知事に就任．

4-1西多摩・南多摩・北多摩の3郡を東京府

へ移管．-15三多摩郡自由俱楽部結成．

5-神奈川県同志会結成．

1-22葉山御用邸完成．

3-横浜外人生糸屑糸商組合設立．

2-29横浜商業会議所設立．

10-4立憲改進党神奈川県支部規則できる．

11-29神奈川県農会設立．

6-18神奈川県尋常中学校開校．-5県下の船

会の自由・地租軽減・外

交失策の挽回）．-26

保安条例公布．

4-17市制・町村制公布．

2-11大日本帝国憲法

発布．

7-1東海道線全通．

12-24内閣官制公布．

5-17府県制・郡制公布．

7-1第1回総選挙実施．

9-15立憲自由党結成．

10-30教育勅語発布．

5-11大津事件．

9-1上野―青森間鉄道

全通．

2-第2回臨時総選挙で

選挙干渉おこる．

11-6東洋自由党結成．

4-14集会及び政社法改

正公布．

8-1日清戦争始まる．

4-17日清講和条約調

印．

7-4労働組合期成会結
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1880

（明治13）

1881

（〃14）

1882

（〃15）

1883

（〃16）

1884

（〃17）

1885

（〃18）

1886

（〃19）

1887

（〃20）

と改称．この月，小田原師範学校が廃止され，

6郡共立の小田原中学校開校．

1-17八王子に第15嚶鳴社設立．月末，三浦郡

三崎町で国会開設の檄文発表．

2-23横浜正金銀行設立．

6-8神奈川県下相模国9郡23,555人による国
会開設の建言を元老院受付ける．

11-21神奈川県懇親会開催．－顕猶社結成．

2-14三府神奈川県区郡部会規則を定める．

8-5大磯に湘南社結成．

11-3融貫社結成．-8沖守固，県令に就任．

この年，五日市憲法草案が作成される．

1-25愛甲郡に相愛社結成．

3-20横浜商法学校開校．

12-23県庁舎焼失．

8-20南多摩郡自由党の組織確立．

10-大住・淘綾郡81か村戸長ら地租延納上申
書を県令に提出．

12-15大住・淘綾2郡123か村総代164人，地

租徴収期限延期建白書を元老院に提出．

5-15露木事件，-27弘法山騒動おこる．
7-30御殿峠騒動おこる．

9-15台風襲来，県下の農作物に被害．

11-19武相困民党結成．－愛甲郡1町26か村

民租税軽減哀願書を大蔵卿に提出．

12-15東海鎮守府を横須賀に移し横須賀鎮守

府と改称．

1-27ハワイ向け第1回官約移民横浜出発．

4-石坂昌孝ら南多摩郡有志の「国会短縮建
白」を元老院に提出．

8-大磯に海水浴場開場．

9-高座郡上溝にバプテスト教会設立．

2-13横浜で基督教青年会結成．

3-小田原町有志元老院に「足柄県再興建白書」
を提出．

5-足柄下郡立小田原英語学校開校．-1『東京

横浜毎日新聞』が『毎日新聞』と改称．

7-19県令沖守固，知事に就任．

3-1『神奈川県公報』発行．

7-11横浜―国府津間鉄道開通．

3-15国会期成同盟結

成．

4-5集会条例制定．

-8区町村会法制定．

6-15備荒儲蓄法制定．

10-2自由党結成決議．

10-12明治23年に国会

開設の詔書出る．

4-16立憲改進党結党

式．

5-群馬県会公娼全廃を

決議．

7-2官報第1号発行．

-31教科採択の認可制

施行．

11-28鹿鳴館開館．

3-15地租条例制定．

5-7区町村会法改正．

この月，群馬事件．

9-加波山事件．

10-29自由党解党．-31

秩父事件おこる．12-飯

田事件・名古屋事件．

11-23自由党大阪事件．

12-22内閣制度制定．

4-10学校令公布．

7-20地方官官制公布．

12-152府18県の代表，

三大事件建白（言論集
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（明治7）

1875

（〃8）

1876

（〃9）

1877

（〃10）

1878

（〃11）

1879

（〃12）

海岸通りにグランド・ホテル開業．

1-15中島信行，県令に就任．

5-小学校教員養成所を横浜に開設．

6-15区番組制を廃止し大区・小区制実施．
－地租改正取調総代人制度設置．

8-富岡製糸場へ小田原町から伝習工女派遣．

－神奈川―小田原間に郵便馬車が走る．

9-21番外啓行堂を神奈川県師範学校と改称．

1-1横浜郵便局外国郵便開業．

3-5横須賀造船所で軍艦「清輝」進水．

5-4神奈川県県会議事章程を定める．

11-1仮名垣魯文『仮名読新聞』横浜で創刊．

12-25民費予算収入規則を定める．

3-28野村靖，権令に就任．

4-18足柄県廃止，伊豆国を除き相模国7郡神
奈川県に編入．

7-師範講習所を師範学校と改称．

9-11東海鎮守府を横須賀に設置．

11-7学区取締事務章程を定める．
7-31横浜瓦斯局事件おきる．

9-横浜を中心にコレラ流行．

10-横須賀に東海水兵本営設置．

2-14県会議事規則を定める．

5-30瀬谷村ほか数か村地租改正不服を野村

権令に上申．この月，石坂昌孝ら南多摩郡に責
善会結成．

7-25野村靖，県令に就任．

10-13横浜に鶯鳴社結成．-26真土村騒動お

きる．

11-18郡・区の編制を公布（郡役所設置）小田

原支庁廃止．-21真土村騒動の被告に対し，大

住・淘綾・愛甲3郡136か村15,000人の助命
嘆願書が出される．

2-5県会議員選挙区別定数を定める．

3-11横浜町会所で最初の県会開会．

5-15横浜師範学校を神奈川県師範学校と改
称．

6-13神奈川県町村会規則施行．

11-18『横浜毎日新聞』が『東京横浜毎日新聞』

1-17板垣退助ら民選議

院設立建白書を提出．

3-24地租改正事務局

設置．

6-20第1回地方官会

議開会．-28讒謗律・新

聞紙条例を定める．

3-28廃刀令を定める．

8-5金禄公債証書発行

条例を定める．

1-4地租軽減の詔書出

る．

6-1万国郵便連合に加

盟．この年，西南戦争．

4-10第2回地方官会

議開会」

7-22郡区町村編制法・

府県会規則・地方税規

則（地方三新法）制定．

1-25『朝日新聞』創刊．

9-29教育令制定．

11-5地方税規則改正．

この年，各府県会開会．
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慶応4
明治1 ）

年表
1本年表は，1868-1916年までの事項を県

内と国内に区分して収めた。
2収録事項の年月日は，西暦を基準とし，

1872（明治5）年までは陰暦によった。

西暦
（年号）

1868

（

1869

（明治2）

1870

（〃3）

1871

（〃4）

1872

（〃5）

1873

（〃6）

県内

3-19東久世通禧，横浜裁判所総督に就任．

閏4-11『横浜新報もしほ草』創刊．

4-20横浜裁判所を神奈川裁判所と改称．

5-12箱根戦争勃発．

6-17神奈川裁判所を神奈川府に改め，東久世

通禧，知事に就任．

9-21神奈川府を神奈川県と改称し，寺島宗

則，知事に就任．（神奈川県の成立）

1-1観音崎灯台点灯．-31箱根関所廃止．

4-17井関盛艮，神奈川県知事に就任．

6-19大久保忠良，小田原藩知事に就任．-23

米倉昌言，六浦藩知事に，大久保教義，荻野山

中藩知事に就任．

12-25横浜―東京間に電信開通．

3-19横浜―東京間の鉄道建設工事開始．

閏10-14洋式劇場「ゲーテー座」横浜に開場．

12-8『横浜毎日新聞』創刊．

4-9横須賀製鉄所を横須賀造船所と改称．

7-14廃藩置県により六浦県・荻野山中県・

小田原県・韮山県を設置．

8-12陸奥宗光，神奈川県知事に就任．

11-14新置改県で神奈川・六浦・韮山・小田原・

荻野山中県を廃止し神奈川県・足柄県を設置．

2-2プロテスタント教会横浜居留地に設立．

6-29横浜入港中のペルー国船マリア・ルス

号から苦力が脱出（マリア・ルス号事件）．

7-14大江卓，権令に就任．-17権令大江卓，

県下の人身売買営業を禁止．-29横浜瓦斯局，

県庁と本町通り間にガス灯点灯．

11-『足柄新聞』創刊．

2-神奈川県学則を定める．

3-9神奈川県は横浜の野毛山学校を徴兵署に

あて徴兵検査を行う．

5-13区画改正実施（20区185番組に分画）．

9-1神奈川県職制事務章程を定める．-29県

下区長戸長事務取扱心得書を定める．－横浜

国内

1-3戊辰戦争おこる．

3-14五箇条の誓文」

7-17江戸を東京と改

称．

9-8明治と改元．

6-17版籍奉還．

7-8職員令を制定し官

制改革．

9-10藩制改革を布告．

10-13平民に苗字使用

を許可．

4-4戸籍法を定める．

7-14廃藩置県の詔書

出る．

8-28「穢多非人」の称

廃止．

10-28府県官制定める．

2-15土地永代売買の

禁を解く．

4-9庄屋・名主など廃

し戸長を設置．

8-3学制を頒布．

11-9太陽暦を採用す

る．-28徴兵の詔書．

1-10徴兵令布告．

7-28地租改正条例布

告．

11-10内務省設置．
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度量衡換算表
長さ

面積

容積・体積

質量
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現行市町村別旧村一覧 （昭和55年2月1日現在）

（注）『新編相模国風土記稿』，『新編武蔵風土記稿』，『旧高旧領取調帳』によった。

©神奈川県立公文書館



©神奈川県立公文書館




